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加入さ
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ぼく何組かな?わたし何組かしら?だれと一緒かな?

4月3日、各小学校で入学式が行われました。期待と不安に胸をふくらませた新入生は、背中いっぱいの

ランドセルを背負って、元気に校門をくぐりました。(写真は、組分け表で名前を見つける親子。清明小学校て)

-

司

未

と

巨

昆

を

本
H
V
，

広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

市民と市長の日

毎月 1日に行っております「市民

と市長め日」を、来月 は都合により

5月 2日幽午前 9時か ら午後日付

で、市役所 3階市長室で干すし、ます。

お気軽におでかけく ださい。

農 地 問 題 相談日

「 農 地 問 題 相 談 吃 5月 1日附午前

8時 30分から午今 5時 まで、市役所

2階農業委員会事務局で行し、ます。

お気軽におでかけく ださい。

主な内容
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一般会計154億円

地方議与税 11意4600万円 0.9%
財産収入 l憶3346万円 0.8%
自動車取得税

交付金 9600万円 0.6%
繰越金 回∞万円 0.3%
交通安全対策

特別交付金
寄付金

問
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習

の
U

日
間

U

5

1

貸
費

1

働
備

v

労
予

補
助
の
決
定
を
待

っ
て
追
加
し
、
施
策

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

休
日
、
夜
間
の
医
療
体
制
と
し
て
在

宅
当
番
医
制
の
定
着
化
や
病
院
群
輪
番

制
対
策
に
力
か
注
か
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
二
十
一
日
間
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
石
井
市
長
が
昭
和
五
十
五
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
(
施
政
方
針
)
を
述
べ
た
の
に
続
き
、
審
議
で
は
五
十
五
年
度
一
般
会
計

予
算
案
、
上
田
市
組
織
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
六
十
四
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
は
、
総
額
百
五
十
四
億
五
千
五
百
七
十
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
る
と
一
一
・
六
%
伸
び
、
特
別
会
計
(
水
道
事
業
を
除
く
)
は
五
十

三
億
一
千
四
百
六
十
九
万
円
で
、
一

0
・
三
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ン
タ

l
は
、
利
用
者
が
年
々
附
加
し
て

い
る
状
況
も
考
え
、
こ
れ
に
対
応
で
き

る
規
棋
と
設
備
を
備
、
え
た
も
の
で
す
。

規
模
で
は
、
現
小
れ
の
セ
ン
タ
ー
と
比
べ

二
倍
余
の
大
き
さ
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
国
の
指
定
か
ら
二
年
目
を
迎

え
た
障
害
者
制
祉
都
市
設
置
事
業
は
、

市
の
主
な
公
共
施
設
へ
の
玄
関
ド
ア
自

動
化
工
事
を
は
じ
め
、
身
障
者
用
ト
イ

レ
工
事
、
出
入
口
の
ス
ロ
ー
プ
化
工
事

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
早
期
療
行
事
業
、

一相
祉
展
、

障
害
者
大
行
進
な
ど
を
と
お
し
て
、
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る
街

っ
く
り
が
相
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
卒

業
も
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
社
会

制
祉
セ

ン
タ
ー
相
染
聞
の
浴
場
増
築
工

卓
、
特
別
児
童
年
金
の
用
額
、
一
日
父

親
事
業
の
充
実
、
神
科
保
有
固
め
通
園

用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
補
助
、
点
字
図

書
館
の
書
架
屯
動
化
工
事
な
ど
、
福
祉

全
般
に
渡

っ
て
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
和
対
策
卒
業
は
、
当
下
町
、

市
単
独
事
業
と
し
て
の
工
事
脅
か
計
上

さ
れ
、
国
県
補
助
対
象
事
業
に
つ
い
て
は

総
務
伐
予
算
の
中
で
は
、
七
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
続
伐
が
計
上
さ
れ
、
ま
た
自
治
会
へ

の
事
務
委
託
料
な
ど
も
閉
領
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
新
規
の
事
業
と
し
て
防

災
対
策
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
合
成

洗
剤
抑
制
対
策
な
ど
に
も
力
が
注
が
れ

ま
す
。

民

生

3
7
億

7
9
1
2
万
円

施
設
の
狭
あ
い
か
ら
新
築
を
計
画
し

た
老
人
耐
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
地
の

西
側
農
地
を
取
得
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建

二

部

地
下
)
で
五
十

五
・
五
十
六
年
度
の
二
か
年
に
わ
た
る

継
続
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
築
さ
れ
る
老
人
福
祉
セ

%
に
あ
た
る
四
百
三
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
目
標
面

和
と
し
て
配
分
に
な
り
ま



補
助
の
決
定
を
待
っ
て
追
加
し
、
施
策

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

衛

生

1
0
億

2
6
8
1
万
円

南
庁
舎
新
築
に
伴
う
保
健
セ
ン
タ
ー

と
水
道
局
庁
舎
の
建
設
工
事
は
、
十
一

月
末
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

(単佐千円)

区 分 昭和55年度 昭和54年度 前年対比

一般会計 15，455，708 13，846，531 111.6% 

土 地 取得事業 341，000 256，000 133.2 

国 民健康保険事業 2，779，140 2，649，429 104.9 

交通災害共済事業 25，012 22，848 109.5 
特

農業 共 済 事 業 193，999 193，719 100.1 

~IJ 
塩固 有 線 放 送

38，932 39，446 98.7 
電 話 事 業
同和 地 区住宅新築

389，945 345，517 112.9 
資金 等 貸 付 事 業

z4』z 
公共下水道事業 1，247，612 1，054，592 118.3 

福 キ止 事 業
104，651 98，964 105.7 

計 センタ一事業

計 5，120，291 4，660，515 109.9 

産 院 事 業 194，403 159，102 122.2 

*- 道 事 業 758，451 700，744 108.2 

えつ一(3)一一一一昭和55年 4月16日 広報

昭和 55年度当初予 算

休
日
、
夜
間
の
医
療
体
制
と
し
て
在

宅
当
番
医
制
の
定
着
化
や
病
院
群
輪
番

制
対
策
に
力
が
注
が
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
ま
で
の
母
子
保
健
推
進
員
の
名
称
を

改
め
て
保
健
補
導
員
と
し
、
そ
の
業
務

の
内
容
を
成
人
病
に
ま
で
拡
大
す
る
と

と
も
に
四
十
四
名
の
増
員
を
図
っ
て
百

七
十
名
と
す
る
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

老
人
に
い
た
る
ま
で
の
保
健
予
防
と
健

康
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

は
、
上
小
衛
生
施
設
組
合
を
は
じ
め
、

大
星
斎
場
組
合
、
上
田
市
外
八
か
町
村

病
院
組
合
、
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い

焼
却
場
組
合
な
ど
当
面
必
要
な
一
・
二

期
分
に
つ
い
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組

合
で
は
、
増
大
す
る
ご
み
の
量
に
対
処

す
る
た
め
、
休
止
し
て
い
た
十
八
ト
ン

炉
の
煙
突
お
よ
び
内
部
の
改
修
を
行
っ

て
、
当
面
対
応
し
て
い
く
計
画
で
す
。

公
害
対
策
で
は
、
引
き
続
き
水
質
汚

濁
防
止
、
環
境
浄
化
の
見
地
か
ら
家
庭
雑

排
水
浄
化
そ
う
の
設
置
に
つ
い
て
、
補

助
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

ポ
回
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
、
国

は
一
二
年
間
固
定
化
す
る
と
い
う
方
針
を

変
更
し
ま
し
た
。
上
田
市
で
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
、
全
水
図
面
積
の
二

0
・
八

五

・
五
十
六
年
度
の
二
か
年
に
わ
た
る

継
続
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。・
新
築
さ
れ
る
老
人
福
祉
セ

%
に
あ
た
る
四
百
三
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
目
標
面

頼
と
し
て
配
分
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

現
在
の
農
業
の
実
情
を
み

る
と
誠
に
不
本
意
な
が
ら

緊
急
や
む
を
得
な
い
特
別

措
置
と
受
け
と
め
、
水
田

利
用
の
再
編
を
推
進
し
つ

つ
、
過
剰
米
対
策
に
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
経
費
と
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
農
業
推
進
委

員
会
委
託
料
を
は
じ
め
、

転
作
に
伴
、
つ
各
種
事
業
補

助
な
ど
い
ず
れ
も
増
額
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
園
芸
関
係
で
は
、
栽
培
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、

レ
タ
ス
、
す
い
か
な
ど
十
一
品
目
に
つ

い
て
、
生
産
の
安
定
を
は
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
、
農
協
お
よ
び
生
産
農

家
が
%
ず
つ
拠
出
す
る
そ
菜
価
格
安
定

共
助
事
業
を
創
設
し
、
主
要
生
産
物
の

価
格
の
低
落
に
備
、
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
落
葉
果
樹
高
能
率
生
産

集
団
育
成
事
業
や
野
菜
新
興
産
地
育
成

事
業
、
畜
産
振
興
と
し
て
肉
用
牛
経
営

規
模
拡
大
促
進
事
業
な
ど
の
新
規
事
業

に
補
助
金
を
交
付
し
た
り
、
蚕
業
振
興

な
ど
に
も
農
業
諸
施
策
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

林
業
関
係
で
は
、
市
有
林
造
林
、
林

道
開
設
、
林
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
の

ま
た
、
同
和
対
策
本
業
は
、
当
前
川
、

市
単
独
事
業
と
し
て
の
工
事
貨
が
計
上

き
れ
、
国
県
補
助
対
象
軍
事
業
に
つ
い
て
は

ほ
か
、
市
木
と
し
て
指
定
さ
れ
た
イ
チ

イ
の
首
木
を
入
学
記
念
樹
と
し
て
、
小

学
校
新
入
学
児
に
贈
り
ま
す
。

同
和
地
区
農
業
振
興
費
で
は
、
共
同

作
業
所
、
本
し
め
じ
周
年
栽
培
施
設
、

農
道
お
よ
び
基
悠
整
備
工
事
な
ど
の
事

業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
構
造
改

善
事
業
と
し
て
、
各
種
笠
備
な
ど
の
事

業
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
ほ
か
、

農
村
基
盤
総
合
筆
備
事
業
も
引
き
続
き

実
施
さ
れ
ま
す
。

土
地
改
良
関
係
で
は
、
野
竹
ほ
か
五

か
所
の
非
補
助
土
地
改
良
事
業
、
市
単

土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
か
ん
ば
い
、

農
道
、
小
団
地
整
備
な
ど
が
増
額
さ
れ

農
業
の
基
盤
整
備
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
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1
6
億

5
8
2
2
万
円

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
う
え
か
ら
、

中
小
企
業
融
資
制
度
の

預
託
金
を
大
幅

増
額
し
た
の
を
は
じ
め
、

こ
の
融
資
に

伴
う
信
用
保
証
料
も
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
型
庖
対
策
特
別
近
代
化

資
金
、

お
よ
び
転
業
資
金
の
新
設
や
各

資
金
貸
付
け
に

つ
い
て
も
、
そ
の
内
容

の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

新
た
に
小
売
業
の
経
営
実
態
調
査
の
委

託
や
上
田
市
商
庖
会
連
合
会
へ
の
活
動

補
助
な
ど
、
商
工
業
振
興
の
面
で
も
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
政
関
係
で
は
、
昨
年
度
か
ら
の
継

続
事
業
で
あ
・
る
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

観
光
で
は
、

上
回
城
跡
遊
歩
道
の
新

え

公
平
委
員
に

関
口
た
み
よ
さ
ん

三
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委
員

に
関
口
た
み
よ
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

設
工
事
、
太
郎
山
の
休
恕
施
設
工
事
の

ほ
か
、
堀
の
浄
化
を
調
資
す
る
委
託
料

な
ど
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
維
持
新
設
改
良
な
ら
び
に
河
川

関
係
や
交
通
安
全
施
設
幣
備
な
ど
、
市

民
の
要
望
に
基
づ
い
て
艶
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

ま
た、

小
牧
川
辺
町
線
(
道
路
改
良
)

小
島
神
畑
線
(

H

)

、
秋
和
上
堀
線
(
都

市
計
画
街
路
事
業
)
に
も
重
点
的
に
取

り
組
み
、
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い

ま

す
。公

図
的
H

で
は
、
自
然
運
動
公
園
の
大

型
事
業
で
あ
る
総
合
体
育
館
の
建
設
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
体
育
館
の
構
造
は
、

鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
床
面
積

前
任
者
の

山
崎
幸
子
さ
ん
に
は
、

'

長
い
間
お
勤
め
さ
れ
、
ご
苦
労
さ
ま

一

で
し
た
。

一

〈
公
平
委
員
〉

一

関
口
た
み
よ
さ
ん
(
六
十
一
歳
、

一

常
田
二
|
一
一
一
1

一二一一)

一

〈略

歴

〉

一

岐
阜
県
立
女
子
師
範
学
校
卒
、
上

一

田
市
連
合
婦
人
会
長
、
上
田
市
特
別
一

職
報
酬
等
審
議
会
委
員
、
い
い
同
波
池
坊

一

家
元
大
師
範
。

一

は
延
べ
五
千
三
行
二

十
八
平
力
メ
ー
ト
ル

で
、
五
十
五
年
度
問

。
%
、
五
十
六
年
度

六
O
%
の
継
続
本
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

市
営
住
宅
は
、
笹

井
に
三
十
一
戸
、
川

辺
町
に
同
和
住
・
主
と

し
て
四
戸
、
計
三
十

五
戸
の
新
築
が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
も
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

j南

防

4
億

8
5
9
1
万
円

消
防
費
の
中
で
は
、
上
小
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
特
別
会
計
負
刊
金
と
し

て
、
三
億
九
千
四
百
四
十
三
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
消
防
本
部

費
、
上
回
消
防
署
費
、
川
西
分
説
明
貨
の

上
田
市
負
伺
金
で
す
。
上
田
消
防
署
費

で
は
、
小
品
地
籍
に
新
築
を
す
る
川
南

署
(鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト

一
部
二
階
建
、

六
百
九
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
)
の
建
設

工
事
を
は
し
め
、
泊
川
市
紋
色
申

指
導
車
、
無
線
基
地
局
な
ど
の
備
品
購

入

tHt
に
よ
リ
、
消
防
、

防
m
E活
動
の

体
制
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
防
施
設
費
で
は
、
貯
水
そ

う
新
設
六
基
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
一
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
二
台
な

ど
の
ほ
か
、
新
た
に
消
火
栓
新
設
事
業

と
し
て
、
従
来
の
七
O
%
補
助
の
制
度

を
改
め
、
全
額
市
費
に
よ

っ
て
消
火
栓

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

教

=民
同

2
1
億

4
0
0
8
万
円

学
校
給
食
調
理
場
は
、
審
議
会
の
答

申
を
受
け
て
干
山
川
右
山
片
地
区
小
学
校

八
校
を
対
象
に
、
古
里
地
籍
に
七
千
食

繍
鳩
町
慌

の

L
め
を
計
画

L
、
調
理
閥
喝
、
品
本

ら
使
用
料
を
二

O
%前
後
引
き
上
げ
る

改
正
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
A
7
M
の
改
け
し
あ
た
て
は
、

団
体
な
と
か
↑
山中
用
し
て
他
則
す
る
も
の 7月オープンをめざし建設中の信濃国分寺資料館

養
指
呼
セ
ン
タ
ー
、
竹
剛
刊
棟
な
ど
の
工

事
費
と
備
口
則
的
の

一
郡
山
υ
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
北
小
学
校
の
危
険
改
築
卒
業

で
は
、
南
校
ι
ゃ
い
を
改
築
し
ま
す
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、
床
面
積
は
延

べ
一
千
八
百
五
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の

こ
の
事
業
で
は
、
普
通
教
室
、
特
別
教

室
を
各
四
教
室
と
職
員
室
、
保
健
室
な

ど
の
改
築
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
神
川
小
学
校
の
プ
ー
ル

を
新
設
し
、
さ
ら
に
教
室
用
机
の
引
き

出
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
認

め
市
費
を
も
づ
て
購
入
す
る
こ
と
と
し
、

小
学
校
新
入
学
児
か
ら
年
次
計
画
に
よ

り
進
め
る
な
ど
、
教
育
環
境
が
よ
り
一

層
充
実
さ
れ
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
で
は
、
信
濃
国
分
寺

資
料
館
の
完
成
を
間
近
に
控
え
、
展
示

内
容
の
充
笑
を
図
る
た
め
、
史
跡
出
土

口
聞
を
中
心
に
各
種
模
型
、
資
料
な
ど
め

製
作
、
展
示
を
委
託
し
ま
す
。
こ
の
資

料
館
は
、
七
月
一
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
進
め
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
振
興
の
菌
て
は
、
築
地
に

木
造
平
家
建
、
八
十
一
?
平
方
メ
ー
ト
ル

の
同
和
対
策
集
会
所
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
会
ご
と
の
同
和
教
育
推

進
貝
に
つ
い
て
、
三
百
世
智
以
上
の
自

治
会
に
は
、
さ
ら
に
一
名
を
楠
貝
し
て

同
和
教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

社
会
体
育
で
は
、
体
育
館
、
弓
追
悼喝

な
ど
諸
施
設
の
舵
虻
備
に
も
力
か
注
が

札

+主

+1

V
上
田
市
多
目
的
研
修
集
会
施
設
前
山

会
館
条
例
の
制
定

判
凶

h
t偽
造
改
申
れ
け
や
桜
に
よ
り
、

民

業
の
tm
興
お
よ
び
地
.H住
民
の
生
活
向
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V
上
田
市
組
織
条
例
の
一
部
改
正

市
の
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
行
財
政
の
効
率
的
運
営
が
強
く
望
ま

れ
、
時
代
に
即
応
で
き
る
体
制
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
ご
ろ
、
市
議

会
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
巧
に
、
こ
の
た

び
庁
内
機
構
を
全
体
的
に
見
直
し
、
改

正
し
ま
し
た
。

V
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

市
議
会
議
員
、
三
役
、
教
育
長
お
よ

び
非
常
勤
特
別
職
の
委
員
の
報
酬
を、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
て
改
正
し
ま
し
た。

V
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
公

衆
浴
場
を
取
り
巻
く
諸
環
境
が
一
層
厳

し
く
な
っ
て
い
る
現
状
の
中
で
、
公
衆

浴
場
に
係
る
固
定
資
産
税
を
更
に
軽
減

す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

V
上
田
市
戸
籍
記
載
事
項
証
明
手
数
料

の
無
料
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
制
定

ほ
か
一
条
例
の
一
部
改
正

各
種
公
的
年
金
、
受
給
の
た
め
の
受

給
権
者
な
ど
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
項
の
証
明
の
申
請
が
あ
っ
た
と

き
は
、
法
律
の
委
任
す
る
と
こ
ろ
に
よ

り
手
数
料
を
無
料
に
す
る
た
め
の
制
定

お
よ
び
「
上
田
市
手
数
料
条
例
」
も
一

えつー (5)-一一一昭和55年 4月16日 広報

年金などの証明は市民課の窓口で/

部
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
種
公
的
年
金
の
証

明
料
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

V
上
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

廃
棄
物
処
理
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
し
尿
く
み
取
り
料
を
十
八
リ
ッ
ト

ル
当
リ
十
一
円
引
き
上
げ
、
九
十
一
円

に
改
正
し
ま
し
た
。

V
上
田
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
条
例
の

制
定

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
六

月
完
成
を
目
指
し
て
建
設
中
で
す
。
勤

労
者
の
悩
祉
増
進
を
図
り
、
隣
接
す
る

上
田
市
民
体
育
館
と
と
も
に
広
く
市
民

の
体
育
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

マ
上
田
市
民
会
館
条
例
ほ
か
八
条
例
の

一
部
改
正

こ
の
数
年
間
の
経
済
状
況
の
変
化
は
、

地
設
運
営
に
厳
し
い
影
響
を
与
、
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
図
り

な
が
ら
も
、
使
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て

は
適
時
見
向
し
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
こ
指
摘
な
と
も
あ
り
、
今

回
市
民
会
館
を
は
じ
め
、
内
岡
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
体
育
施
設
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
地
誌
の
均
衡
を
保
ち
な
が

岸
地
区
小
学
校

八
校
を
対
象
に
、
古
里
地
籍
に
七
千
食

規
模
の
も
の
を
計
画
し
、
調
理
場
、
栄

ら
徳
用
料
を
二

O
%前
後
引
き
上
げ
る

改
正
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
改
正
に
あ
た

っ
て
は
、

団
体
な
ど
が
』
専
用
し
て
使
用
す
る
も
の

に
限
っ
て
引
き
上
げ
を
し
、

側
人
が
使

用
す
る
場
合
の
入
場
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
据
え
置
き
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
団
体
な
ど
の
性
格
が
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
目
的
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
場

合
は
、
別
に
減
免
す
る
な
ど
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

資

源

活

用
推
進

ま t，.

てF仕
草者 .d、

担保
設育
め 7

~ぼ
倫

1告
力fiiI円、、

在 ιミ
ヵ、:長

IL事

曹
上
岡
市
多
目
的
研
修
集
会
施
設
前
山

会
館
条
例
の
制
定

新
内
刷
業
的
造
改
抽
出
れ
が
業
に
よ
り
、
農

業
の
振
興
お
よ
ひ
地
区
住
民
の
生
活
向

上
を
図
る
た
め
、
多
目
的
研
修
集
会
施

設
と
し
て
前
山
会
館
を
設
置
し
た
こ
と

に
伴
い
制
定
し
ま
し
た
。

-v
児
童
館
条
例
の
制
定

将
来
あ
る
児
童
・
生
徒
に
健
全
な
遊

び
の
場
を
与
え
、
心
身
共
に
健
や
か
な

育
成
を
図
る
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

運

動

実

施

中

〈
生
活
環
境
課
生
活
係
岱
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
5〉

不
用
品
を

登
録
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
と
し
て
、
む
だ
を
な
く
し
物
を
大

切
に
す
る
市
民
運
動
を
実
施
中
で
す
が
、

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
不
用
品
の
紹
介
、

あ

っ
せ
ん
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
資
源
の
再
利
用
を
は
か
る

た
め
、
み
な
さ
ん
の
こ
家
庭
や
職
場
に

ね
む

っ
て
い
る
不
用
品
を
、
資
源
活
用

推
進
本
部
事
務
局
((
生
活
環
境
課
生
活

係
)
に
な
録
し
て
い
た
だ
き
、
希
望
者

に
紹
介
、
あ

っ
せ
ん
す
る
も
の
て
す
。

屯
話
な
ど
で
お
勾
軒
に
ご
連
絡
く
だ
さ

資
源
活
用
広
場
へ
の

出
品

・
販
売
の
申
し
込
み

毎
年
好
評
の
資
源
活
用
広
場
を
、
今

年
も
行
い
ま
す
。

資
源
活
用
推
進
月
間
中
、
み
な
さ
ん

に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
引
き
取
ら
れ

な
か

っ
た
品
物
や
各
事
業
所
の
処
分
口
聞

な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場

へ
の
出
口
聞
を
希
望
さ

れ
る
み
な
さ
ん
は
、
四
月
二
十
五
日
附

ま
で
に
、
定
請
な
ど
て
資
抑
活
用
推
進

本
部
事
務
同

へ
申
し
込
ん
で

く
た
き
い
。

な
お
、
資
源
問
用
広
場
に
つ
い
て
は
、

後
日

「
広
報
う
え
だ
」
で
く
わ
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
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ぴ
柑
坊
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
内
相
場
内
確
保
を
図
り
、
上
回
公
園
に

つ
い
て
も
、
史
跡
、
観
光
両
面
に
調
和

め
と
れ
た
総
会
公
園
と
し
て
整
備
し
て

将来都市像

ーあたたかい心のふれあうまち一

あふれる緑と水と太陽

人権の尊重と敬愛の心

あたたかくきめこまかい福祉

香り高い教育文化

豊かな産業

そこに平和で健康な魅力ある都市がある

昭
和
五
十
年
に
策
定
し
た
上
田
市
長

期
基
本
構
想
で
は
、
将
来
都
市
像
を
こ

の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

同
構
想
は
、
昭
和
六
十
年
を
目
標
年

次
と
し
た
長
期
計
画
で
、
こ
れ
に
基
づ

い
た
前
期
基
本
計
画
は
、
昭
和
五
十
五

年
ま
で
の
中
期
計
画
で
す
。
こ
の
間
、

毎
年
行
う
実
施
計
画
の
見
直
し
に
よ
り

計
画
行
政
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

努
力
や
関
係
行
政
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

順
調
に
当
初
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が

で
主
、
宇
ナ
し
た
。

ー
し
ん
M
l
L
、

中

m
u
k
m
w
些回
M
C
J
ん
の
+
巾
品
開
臥
い
い

共
同
化
あ
る
い
は
専
門
化
を
促
進
し
て
、

大
中
型
底
と
の
共
存
共
栄
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
商
工
団
体
の

対
す
る
芯
識
は
大
き
く
変
化
し
、
ま
た

上
田
市
を
と
り
ま
く
椛
消
・
社
会
環
境

は
、
極
め
て
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
計
画
の
見
直
し

を
進
め
、
後
期
以
一
本
計
画
の
策
定
に
至

り
ま
し
た
。

後
期
必
一
本
計
画
に
お
い
て
も
、
人
間

尊
重
を
北
調
と
し
た
将
来
像
を
、
市
民

総
参
加
の
も
と
に
実
現
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

昨
年
二
月
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
千

五
百
人
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
市

民
ま
ち
っ
く
り
意
向
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
約

一
か
月
、
市
内
十
七
会
場
で
市
長
と
語

る
会
を
開
催
し
、
更
に
、
青
年
、
婦
人
、

農
業
者
、
商
工
業
者
と
語
る
会
を
聞
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
計
画

へ
の
反
映
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
庁
内

広
聴
と
し
て
、
課
長
と
語
る
会
を
九
回

に
わ
た
っ
て
聞
き
、
職
員
の
発
想
、
意

向
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
‘

そ
し
て
、
昨
年
十
一
月
に
市
民
の
皆

さ
ん
の
代
表
者
二
十
人
に
よ
る
上
田
市

基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。同

委
員
会
は
、
意
向
調
査
の
結
果
や

語
る
会
の
意
見
集
約
を
踏
ま
え
、
策
定

部
会
四
部
会
を
編
成
し
、
部
会
委
員
会

で
の
会
議
を
続
け
た
後
、
二
月
二
十
八

日
、
後
期
基
本
計
画
を
市
長
に
提
出
し
、

後
期
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
内
容
は
、
基
本
憐
想
に
従
い
、

娘
肝

-
a早
初
副
古
巾
サ
盤
舵
a
m
w
枇
足
防
相

通て
学まい
区たき
域 、ま

の生す
編徒
成数
を の
行 増
い 減

老 あ
キヲわ
校せ
舎た

第
二
章
生
活
環
境
の
盤
備

第
三
章
産
業
の
振
興

第
四
章
教
育
文
化
の
振
興

第
五
章
社
会
福
祉
の
充
実

第
六
章
同
和
対
策
の
推
進

第
七
章
行
財
政
運
営
の
合
理
化

第
八
章
地
域
社
会
の
振
興

の
八
本
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
施
計
画
を
見
直
し
な
が
ら
、
推

進
し
て
い
き
ま
す

第
一
章都

市
基
盤
の
整
備

道
路
交
通
網
の
整
備
を
主
眼
と
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は
、
千
曲
川

架
橋
(
半
過
橋
、
小
牧
橋
)
の
推
進
、

上
田
バ
イ
パ
ス
お
よ
び
広
域
農
道
の
促

進
と
左
岸
都
市
計
画
街
路
の
整
備
を
図

り
、
こ
れ
ら
を
連
結
し
た
環
状
線
道
路

網
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
招
致
、

関
越
自
動
車
道
上
越
線
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
高
速
交
通
時
代
に
対
応
し

た
都
市
計
画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

上
田
駅
整
備
に
つ
い
て
も
、
当
面
、

南
口
開
設
と
連
絡
道
の
建
設
を
検
討
し
、

将
来
は
新
幹
線
に
あ
わ
せ
た
駅
前
整
備

を
行
い
、
市
街
地
再
開
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

防
災
面
に
つ
い
て
は
、
東
部
地
区
の

慢
性
的
水
主

?
v
e
z
E
f
b
た
め
、
経
畑
町

ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、

老
人
の
生
き
が
い
対
策
を
充
実
し
、
寝

た
き
り
老
人
短
期
保
護
体
制
を
繁
え
て

川
常
田
川
の
河
川
改
修
を
行
う
と
と

も
に
、
東
海
沖
地
震
な
ど
の
地
震
対
策

に
つ
い
て
も
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
な
ど
防
災
対
策
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

第
二
章生

活
環
境
の
整
備

緑
あ
ふ
れ
る
公
害
の
な
い
ま
ち
を
つ

く
り
快
適
な
市
民
生
活
を
送
る
た
め

の
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

公
害
面
に
つ
い
て
は
、
家
庭
用
簡
易

浄
化
そ
う
に
た
ま
っ
た
汚
泥
を
処
理
す

る
た
め
の
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
左
岸
地
区
を
含
め
た
公

共
下
水
道
の
務
備
、
年
々
排
出
量
が
増

え
て
い
る
ゴ
ミ
処
理
の
た
め
の
百
四
十

ト
ン
ゴ
ミ
焼
却
炉
の
建
設
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
河
川
汚
濁
の
一

因
と
な
っ
て
い
る
合
成
洗
剤
の
使
用
抑

制
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
終
末
処
理
場
、
し
尿
処
理
場

な
ど
の
衛
生
施
設
が
集
中
し
て
い
る
諏

訪
部
、
秋
和
地
区
に
つ
い
て
は
、
周
辺

の
緑
化
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
建
設
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

増
進
に
努
め
、
在
宅
当
番
医
制
、
病
院

群
輪
番
制
の
定
着
化
を
図
り
、
休
日
夜

間
の
診
療
休
制
の
万
全
を
期
し
て
い
き

ま
す
。

公
園
、
緑
地
に
つ
い
て
は
、
臼
僚
の
マ
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1
7
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T
他
地
町
内
湯
船
、

的
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
的
、
量
的
に
変
化
す
る
行
政
需
要

に
適
切
に
対
応
し
う
る
行
政
組
織
の
確
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の
佃
切
の
健
保
を
図
り
、
上
回
公
園
に

つ
い
て
も
、
史
跡
、
観
光
州
出
に
調
和

め
と
れ
た
総
会
公
聞
と
し
て
い
予
備
し
て

い
き
ま
す
。

第
三
章産

業

σ〉
振

.1m 

え

明
日
の
上
田
市
発
展
の
た
め
、
産
業

経
済
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
、
施
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
食
料
の
安
定
供

給
、
都
市
近
郊
型
農
業
へ
の
発
展
を
目

標
に
、
ほ
場
盤
備
、
農
道
整
備
、
か
ん

が
い
排
水
事
業
、
農
業
用
水
汚
濁
対
策
、

た
め
池
な
ど
防
災
事
業
な
ど
の
土
地
基

盤
盤
備
を
積
極
的
に
進
め
、
米
、
園
芸
、

畜
産
な
ど
の
作
目
別
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
鮮
食
料
品
の
流
通
機
構
の

合
理
化
と
取
り
引
き
の
適
正
化
、
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
拠
点
卸
売
市
場
の
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
供
給
、

国
土
の
保
全
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど

に
つ
い
て
配
慮
し
、
生
産
基
盤
整
備
、

森
林
総
合
利
用
集
団
協
業
を
内
容
と
す

る
林
業
構
造
改
善
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。商

業
に
つ
い
て
は
、
大
中
型
庖
の
進

出
に
よ
り
、
既
存
の
中
小
小
売
庖
が
地

盤
沈
下
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
、ぇ、

交
通
網
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
に
よ
り

商
固
め
拡
大
を
図
り
、
商
底
の
協
業
化
、

つー (7)一一一一昭和55年 4月16日 広 報

共
同
化
あ
る
い
は
専
門
化
を
促
進
し
て
、

大
中
型
庖
と
の
共
存
共
栄
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
商
工
団
体
の
育
成
や
経
営
指

導
対
策
を
図
り
、
運
転
資
金
な
ど
の
融

資
制
度
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

工
業
に
つ
い
て
は
、
気
候
風
土
を
生

か
し
た
金
属
加
工
業
の
発
展
育
成
を
図

り
、
自
動
車
部
品
工
業
の
産
地
化
を
促

進
し
、
関
連
企
業
の
育
成
と
安
定
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
工
場
適
地

の
確
保
に
努
め
、
優
良
企
業
の
誘
致
を

図
り
ま
す
。

労
政
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
安
定
と

労
働
福
祉
の
向
上
を
主
眼
と
し
て
、
失

業
防
止
、
離
職
者
の
生
活
安
定
、
高
齢

者
心
身
障
害
者
の
雇
用
対
策
を
図
り
、

勤
労
者
の
財
産
形
成
を
促
進
し
、
福
祉
、

厚
生
施
設
の
建
設
な
ど
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
上
田
城
跡
公
園

と
鎌
倉
街
道
、
別
所
温
泉
を
核
と
し
て

連
携
化
を
進
め
、
観
光
物
産
館
の
建
設

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
四
章教

育
文
化
の
振
興

学
校
教
育
偏
重
の
傾
向
か
ら
脱
し
、

学
社
一
体
の
上
に
だ
っ
た
生
涯
教
育
の

た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
詰
め
込
み

教
育
や
進
学
の
た
め
の
学
習
に
片
寄
る

こ
と
な
く
、
生
徒
の
健
全
な
人
間
形
成

を
目
標
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

計
画
の
内
容
は
、
基
本
機
想
に
従
い

第

一

章

都

市
基
盤
の
竪
備

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
数
の
増
減
に
あ
わ
せ
た

通
学
区
域
の
編
成
を
行
い
、
老
朽
校
舎

の
改
築
や
新
増
築
を
順
次
進
め
て
い
き

ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
を
と

り
ま
く
環
境
の
不
浄
化
の
進
む
な
か
で
、

青
少
年
教
育
、
成
人
教
育
を
通
じ
、
指

導
者
の
養
成
、
団
体
活
動
の
充
実
お
よ

び
地
域
の
連
帯
感
に
根
ざ
し
た
協
力
体

制
を
整
、
え
て
い
き
ま
す
。

活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
は
、

神
川
・
塩
尻
に
お
け
る
地
区
公
民
館
の

建
設
、
中
央
公
民
館
の
改
築
、
児
童
科

学
館
、
文
化
会
館
な
ど
の
建
設
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
の
建
設
に
よ
り

自
然
運
動
公
園
の
完
成
を
期
し
、
そ
の

他
ス
ケ
ー
ト
場
や
社
会
体
育
館
の
建
設
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
設
定
な
ど
を
進

め
、
市
民
の
健
康
増
進
と
体
育
め
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

第
五
章

社
会
福
祉
の
充
実

老
人
、
心
身
障
害
者
の
皆
き
ん
が
、

快
適
な
市
民
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、

手
厚
い
福
祉
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

福
祉
事
務
所
機
構
の
竪
備
充
実
に
努

め
、
社
会
福
祉
会
館
、
児
童
館
、
新
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
老
人
ホ
ー

ム
の
増
設
、
保
育
所
の
新
増
設
な
ど
施

設
整
備
を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
面
に
つ
い
て
は
、
東
部
地
区
の

慢
性
的
水
害
を
解
消
す
る
た
め
、
蛭
沢

ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
、
ぇ
、

老
人
の
生
き
が
い
対
策
を
充
実
し
、
寝

た
き
り
老
人
短
期
保
護
体
制
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

心
身
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
も
、
障

害
者
福
祉
都
市
指
定
を
機
に
、
市
民
啓

発
運
動
を
展
開
し
、
社
会
復
帰
へ
の
道

を
聞
い
て
い
き
ま
す
。

母
子
家
庭
な
ど
の
低
所
得
者
対
策
に

つ
い
て
も
、
相
談
制
度
、
貸
付
制
度
を

充
実
し
て
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

第
六
章同

和
対
策
の
振
興

人
権
尊
重
の
精
神
に
徹
し
、
部
落
差

別
を
な
く
す
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

地
区
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
下
排
水
路

の
改
善
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
老

朽
狭
あ
い
家
屋
め
新
改
築
資
金
貸
付
制

度
の
有
効
活
用
を
図
り
、
生
活
環
墳
改

善
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
通
じ
、
同

和
教
育
活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
、
差
別

の
完
全
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
七
章

行
財
政
運
営
の
合
理
化

経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長

へ

の
転
換
の
な
か
で
、
新
し
い
都
市
経
営

の
方
向
を
求
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

益
と
負
担
と
い
う
課
題
を
踏
ま
え
、
多

種
多
様
化
し
て
い
る
行
政
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
減
量
経
営
を
図
り
、
効
率

的
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
的
、
量
的
に
変
化
す
る
行
政
需
要

に
適
切
に
対
応
し
う
る
行
政
組
織
の
擁

立
を
図
リ
、
事
務
の
機
械
化
、
民
問
委

託
に
よ
る
事
務
処
理
の
簡
素
化
、
省
力

化
を
進
め
、
職
員
研
修
を
充
実
し
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

市
民
と
行
政
の
か
け
橋
と
し
て
の
広

報
、
広
聴
活
動
を
充
実
し
、
対
話
と
協

調
に
よ
り
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
、

依
存
財
源
を
確
保
し
、
長
期
的
展
望
に

立
っ
て
計
画
的
事
業
を
執
行
し
、
財
産

め
適
正
な
管
理
と
運
用
に
よ
り
、
財
政

運
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

第
八
章地

域
社
会
の
振
興

社
会
構
造
の
変
化
か
ら
、
人
々
の
孤

立
化
、
人
間
疎
外
が
深
刻
と
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
連
帯
感

に
支
、手
わ
れ
た
地
域
社
会
形
成
の
た
め

の
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

自
主
的
、
民
主
的
組
織
で
あ
る
自
治

会
の
活
動
を
活
発
に
し
、
地
域
社
会
に

根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
上
小
地
域
九
市
町
村
で
構
成

さ
れ
て
い
る
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
を
中
心
に
、
上
小
地
域
を
一
つ
の

日
常
社
会
生
活
固
と
し
て
、
一
体
的
な

振
興
整
備
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。



三
月
定
例
市
議
会
で
「
上
田
市
国
土
利
用
計
画
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
と
し
た
土
地
利
用
行
政
の
指
針
と
な
る

も
の
で
、
将
来
の
快
適
な
市
民
生
活
を
約
束
し
得
る
土
地
の
有
効
利
用
を
め

e

さ

し
て
い
ま
す
。

だ 昭和55年 4月16日一一一一(8)ー

今後10年間の土地利用の指針

上
田
市
の
区
域
に
お
け
る
国
土
は
、

将
来
の
豊
・
か
な
市
民
生
活
を
営
む
た
め

えつ_~ 813号 (抗議凶器~)一一一広報

上
田
市
国
土

利
用
計
画
と
は

生
活
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら

工
業
用
地
の
取
得
、
工
場
団
地
の
造

成
h
h
h
d-

ど
工
業
l生
陸
に
必
要
な
用
地
の

の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
生
活
、
生

産
の
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
、

こ
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
公
共
の
福
祉

を
優
先
し
、
地
域
の
自
然
、
社
会
、
経

済
、
文
化
な
ど
の
条
件
を
配
慮
し
な
が

ら
、
調
和
の
あ
る
利
用
品
c
基
本
的
な
考

土
地
利
用
の

地
或
剖
あ
ら
ま
し

城下地区から市街地方面を望む

え
方
と
し
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
田
市
は
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に

そ
の
機
能
を
会
え
な
が
ら
発
展
の
道
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、

日舷
近
は
社
会
、

経
済
、
生
活
お
よ
び
文
化
が
構
造
的
に

変
わ

っ
て
い
く
中
で
、
現
代
の
都
市
機

能
を
消
化
し
て
行
く
守
」
と
は
不
可
能
で

す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
健
康
で
安
定
し
た
生
活
を
営
め

る
よ
う
に
、
上
田
市
に
お
け
る
土
地
利

用
行
政
の
指
針
と
な
る
べ
き
「
上
田
市

国
土
利
用
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
各
地
域
が
も
っ
て
い
る

自
然
環
境
や
歴
史
を
考
慮
し
、
将
来
の

上
田
市
が
快
適
な
市
民
生
活
を
約
束
し

得
る
都
市
と
な
る
よ
う
、
土
地
の
有
効

利
用
を
目
指
し
ま
す
。

土
地
利
用
の

基

本

方

針

①
農
用
地
に
つ
い
て
は
、
主
要
食
糧
の

自
給
率
向
上
と
い
う
時
代
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
、
農
業
生
産
の
増
大

に
必
要
な
農
用
地
の
確
保
と
生
産
基

盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
需

要
に
対
応
で
き
る
園
芸
作
物
栽
培
な

ど
の
産
地
化
形
成
を
図
リ
、
遊
休
農

地
な
ど

の
有
効
な
活
用
を
促
進
し
ま

す
。

②
森
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
も
っ
て

い
る
特
殊
性
か
ら
、
そ
の
役
割

L
多

城
南
地
域
(
城
下
、
川
辺
)

こ
の
地
域
は
、
市
内
を
貫
流
す
る
千

曲
川
の
左
岸
で
、
市
街
地
へ
の
入
口
が

方
面
に
わ
た
り
、
活
用
の
面
で
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
、
市
民
生
活
の
?
え
で
環
境
の
問

題
が
大
き
く
論
議
さ
れ
、
盟
か
な
緑

と
自
然
美
を
持
つ
森
林
の
育
成
、
保

全
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
森
林
が
水
源
の
か
ん
養
、

上
田
市
区
域
に
お
け
る
国
土
の
保
全
、

災
害
の
防
止
な
ど
、
公
益
的
機
能
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
森
林
の
総
合
的
な
機
能
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
保
全
野
備
を

図
リ
ま
す
。

③
水
面
、
河
川
、
水
路
の
う
ち
、
特
に

水
面
に
つ
い
て
は
、
た
め
池
の
老
朽

箇
所
、
危
険
箇
所
の
堅
備
を
図
り
つ

つ
、
不
用
な
た
め
池
の
多
目
的
活
用

を
検
討
し
ま
す
。
河
川
に
つ
い
て
は
、

自
然
環
境
を
損
な
わ
な
い
配
慮
の
上

で
、
は
ん
濫
地
域
に
お
け
る
安
全
性
と

生
活
用
水
の
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
水
路
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
な

ど
用
排
水
路
に
必
要
な
用
地
の
確
保

護
備
を
検
討
し
ま
す
。

④
道
路
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
生
活
、

地
域
の
開
発
発
展
の
?
え
で
、
そ
の

果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
交
通
が
質
量
と
も
に

変
化
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

こ
れ
に
対
応
で
き
る
機
能
の
多
用
化

を
目
指
し
ま
す
。

上
田
市
は
、
東
信
生
活
圏
内
中
心
的

役
割
を
果
た
す
地
域
で
す
が
、
市
内

主
要
幹
線
道
路
市
町
交
通
旦
重
は
限
界
に

光
良市ニ
用高の
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達
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
機
能
が
著

し
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

一
般
道
路
の
新
設
、
改
良
に
必
要
な

用
地
の
確
保
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

そ
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
農
林
業
の
生
産
向
上
、
お
よ

び
燥
用
地
、
森
林
の
も
つ
諸
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
、
農
林
道
の
笠
備
に

も
カ
を
注
ぎ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
の
保

全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

⑤
宅
地
の
う
ち
、
住
宅
に
つ
い
て
は
地

価
の
高
騰
、
お
よ
び
人
口
の
増
加
、

核
家
族
化
な
ど
の
傾
向
に
よ
り
、
住

宅
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
基
盤
と
し
て
必

要
な
用
地
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

工
業
用
地
に
つ
い
て
は
、
当
市
の
工

業
の
多
く
は
中
小
企
業
で
あ
り
、
工

場
な
ど
が
住
居
地
域
、
商
業
地
域
に

混
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
公

害
、
交
通
な
ど
の
社
会
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
然
環
境
、

えー (9)一一一一昭和田年 4月16日 広報う

上
田
市
の
区
域
に
お
け
る
国
土
は
、

将
来
の
豊
か
な
市
民
生
活
を
営
む
た
め

生
活
環
境
と
の
調
和
を
図
リ
な
が
ら
、

工
業
用
地
の
取
得
、
工
場
団
地
の
造

成
な
ど
工
業
生
産
に
必
要
な
用
地
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

⑥
各
種
公
共
施
設
用
地
に

つ
い
て
は
、

市
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
必

要
な
用
地
の
確
保
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
。

⑦
既
成
市
街
地
は
、
用
途
形
態
を
異
に

す
る
建
物
・
施
設
の
混
住
、
急
激
な

中
心
集
中
化
現
象
な
ど
の
た
め
、
都

市
機
能
、
防
災
機
能
が
著
し
く
低
下

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
土
地
区
画
笠
備
事
業
、
街
路

事
業
、
駅
前
整
備
な
ど
を
積
極
的
に

推
進
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
地
利
用
の

高
度
化
を
促
進
し
ま
す
。

利
用
目
的
に
応
じ
た

土

地

区

介

上
田
市
国
土
利
用
計
画
の
目
標
年
次

を
昭
和
六
十
五
年
と
し
、
基
準
年
次
は

昭
和
五
十
年
と
し
て
あ
り
ま
す
。

土
地
利
用
に
関
し
て
の
基
礎
的
な
前

提
と
な
る
人
口
は
、
昭
和
六
十
五
年
に

お
い
て
、
十
二
万
九
千
人
、
世
帯
数
は

三
万
九
千
世
帯
に
達
す
る
も
の
と
想
定

し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
基
本
構
想
に
基
づ
く
昭
和
六

十
五
年
を
目
標
と
し
た
、
利
用
目
的
に

応
じ
た
土
地
区
分
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

下
表
め
と
お
り
で
す
。

を
優
先
し
、
地
域
の
自
然
、
社
会
、
経

済
、
文
化
な
ど
の
条
件
を
配
慮
し
な
が

ら
、
調
和
の
あ
る
利
用
を
基
本
的
な
考

土
地
利
用
の

地
域
別
あ
ら
ま
し

地
域
の
区
分
は
、
土
地
の
自
然
的
、

社
会
的
、
経
済
的
条
件
な
ど
を
考
慮
し

て
、
市
街
地
域
、
東
部
地
域
、
城
南
地

域
、
川
西
地
域
の
四
地
域
に
区
分
し
て

あ
り
ま
す
。

市
街
地
域
(
中
央
、
東
部
、
北
部
、

西
部
、
南
部
、
塩
尻
、
神
川
)

こ
の
地
域
は
、
商
工
業
、
住
宅
が
混

住
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
に
基
づ
く

用
途
地
域
、
街
路
計
画
と
新
幹
線
、
高

速
道
、
上
田
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
有
機
的

に
関
連
づ
け
、
都
市
機
能
お
よ
び
生
活

環
境
の
改
善
・
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
目
指
し

ま
す
。

混
住
す
る
工
場
に
つ
い
て
は
、
工
場

適
地
を
確
保
し
、
移
転
促
進
を
図
り
な

が
ら
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

東
部
地
域
(
神
科
、
豊
敵
)

こ
の
地
域
は
、
国
道
一
四
四
号
線
バ

イ
パ
ス
の
開
通
、
浅
間
山
ろ
く
広
域
農

道
の
一
部
供
用
開
始
な
ど
に
よ
り
無

秩
序
な
宅
地
開
発
が
進
み
、
優
良
内
刷
用

地
が
侵
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
用
地
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
文
化
遺
跡
な
ど
の
保
全
を
配

慮
し
な
が
ら
農
業
基
盤
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

一
方
、
宅
地
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

良
質
な
宅
地
の
提
供
を
促
進
し
ま
す
。

② 
い 森 す
る林
特に
殊つ
性い
かて
ルつ は

そ森
の林
役の
割も
を} ーコ

多て

城
南
地
域
(
城
下
、
川
辺
)

こ
の
地
域
は
、
市
内
を
貫
流
す
る
千

曲
川
の
左
岸
で
、
市
街
地
へ
の
入
口
が

上
回
僑
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
通
勤
時

に
お
け
る
交
通
渋
滞
は
生
活
道
路
を
も

侵
略
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
付
近

住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
交
通
網
(
架
橋
も
含
む
)

の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
住
宅
環
境
の
筆

備
と
公
園
・
緑
地
な
ど
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

川
西
地
域
(
泉
田
、
塩
田
、
川
西
)

上
回
市
は
、
東
信
生
活
圏
内
中
心
的

役
割
を
果
た
す
地
域
で
す
が
、
市
内

主
要
幹
線
道
路
め
交
通
量
は
限
界
に

こ
の
地
域
は
、
農
用
地
を
中
心
に
観

光
、
環
境
保
全
地
域
が
点
在
し
て
い
ま
す

燥
用
地
に
つ
い
て
は
、
よ
リ
生
産
性

の
高
い
農
業
経
営
に
よ
る
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

観
光
地
に
つ
い
て
は
、
特
性
を
活
用

し
、
静
か
な
観
光
地
、
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
名
所
旧
跡
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し

た
開
発
に
努
め
ま
す
。

環
境
保
全
地
域
に
つ
い
て
は
、
良
好

な
環
境
を
保
持
し
、
動
植
物
が
生
存
し

続
け
ら
れ
る
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

よトご 昭和50年 昭和60年 昭和65年
構成比

昭和50年昭和60年昭和65年

農 用 I也 4，900 4，400 4，150 27.7 25.0 23.5 

4，900 4，400 4，150 27.7 25.0 23.5 

採草放牧 地

森 中本 8，875 8，882 8，882 50.3 50.3 50.3 

原 野

水面・河川・水路 803 800 796 4.6 4.5 4.5 

道 路 987 1，081 1，143 5.6 6.1 6.5 
そ，ム~・ t也 1，637 2，025 2，200 9.3 11. 5 12.5 

1，227 1，510 1，625 7.0 8.6 9.2 

場用地 110 140 155 0.6 0.8 0.9 

舗務等の所宅地・ 300 375 420 1.7 2.1 2.4 

そ グ〉 他 446 460 477 2.5 2.6 2.7 

iロk 計 17，648 17，648 17，648 100.0 100.0 100.0 

市 街 地 760 915 1，070 

(単位:ha、%)利用目的に応じた土地区分

注)(1)道路は、一般道路及び農林道です。
(2)市街地は、国勢調査の定義による人口集中地区であり、再掲数値です。
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健
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り
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春
先
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康
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ぷ
凶叫が
吹
く
よ
う
に
な
る
と
、
皮
婦

に
も
が
が
き
ま
す
。
制
や
は
は
な
ど
に

ニ
キ
ビ
が
で
き
て
、
鋭
と
に
ら
め
っ

こ

の
科
目
の
打
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

品
目
か
ら

ニ
キ
ビ
は
背
容
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
わ
れ
、
計
い
こ
と
の
代
名
詞
の

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
三
十
代
の
人
に
も
で
き
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
は
、
食
#
や
生
活
が
品
目
と

辿
っ
て
き
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
キ
ビ
が
で
き
る
原
因

①
皮
脂
せ
ん
の
分
泌
が
多
す
主
る

②
毛
穴
が
つ
ま
る

皮
膚
か
ら
出
る
脂
は
、
男
性
ホ
ル
モ

ン

の

品
桝
長
C

円ドトみ
つ
イ
、
わ
ん
/
、
声
、
，
ん
出
山
英
、
れ
μ

明 ‘ #

「春の交通安全運動」が 4月 6日から 15日

: まで実施されました。 4月 7日には、 交

通安全街頭指導が行われ、市民に交通安

:全を呼びかけました。(写真は、高校生に

i黄色の羽根をつける石井市長)

逆
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
お
き
、
え

ら
れ
ま
す
。

思
存
期
に
ニ
キ
ビ
が
で
き
や
す
い
の

は
、
性
ホ
ル
モ
ン
の
ハ
ラ
ン
ス
が
不
安

定
な
た
め
で
す
。

ニ
キ
ビ
を悪

化
さ
せ
る
要
素

①
糖
分
の
取
り
す
ぎ

糖
分
の
取
り
す
ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
果
物
に
は
果
糖
が
多
い
の

で
、
い
く
ら
美
谷
食
と
い
っ
て
も
取
り

す
ぎ
る
と
逆
効
果
で
す
。

小
さ
い
ミ
カ
ン
な
ら
一
日
二
個
、
ハ

ッ
サ
ク
な
ど
の
大
き
い
も
の
な
ら
一

日
M
個
、
リ
ン
ゴ
は
大
き
い
も
の
な
ら

一
日

M
個
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
て
お
く
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
牛
乳
、
た
ま
ご
な

ど
の
た
ん
ぱ
く
質
や
野
菜
を
た

っ
ぷ
り

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
ス
ト
レ
ス

自
律
神
経
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、

由
時
間
に
J
U
悪
影
岨
曹
を
与
え
ま
す
。
自
分

野
を
広
め
、
次
代
を
狙
う
日
本
の
青
年

と
し
て
果
す
べ
き
役
割
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

に九日

っ
た
子
軒
な
ん
法
で
、
リ
1
U
に
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
時
収
不
足

④
胃
腸
障
害

⑤
洗
従
用
シ
ャ
ン
プ
ー
類
の
す
す
ぎ
不

十
分

す
す
ぎ
が
不
十
分
な
た
め
に
、
後
に

残
っ
た
シ
ャ
ン
プ
ー
知
が
皮
山
川
に
刺
激

を
与
え
て
ニ
キ
ビ
を
つ
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ニ
キ
ピ
が
で
き
て

し
ま
っ
た
ら

①
化
粧
な
ど
で
ぬ
り
こ
ま
な
い

②
隠
さ
な
い

③
よ
く
頗
を
洗
う

化
粧
を
毎
日
し
て
い
る
人
は
、
府
を

化
粧
か
ら
解
政
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
外
か
ら
戻

っ
た
ら
す
く
に
、
香
料
、

活
色
料
の
入

っ
て

い
な
い

刺
激
の
少
な

い
石
け
ん
で
よ
く
洗
顔
し
ま
し
ょ
う
。

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
食
事
に
討

を
つ
け
、
皮
府
を
消
潔
に
す
る
こ
と
が

ニ
キ
ビ
に
対
す
る
最
善
の
治
療
法
で
あ

り
予
防
法
で
し
ょ
う
。

酒
を
や
め
た
い
方

「
断
酒
会
」
に
ご
参
加
を

保
健
予
防
課
宮
⑫

4
1
0
0

内
線
2
9
0
・有
線
②

0
7
2
1

梢
を
や
め
た
い
と
悩
ん
で
い
る
人

ど
う
ど
断
別
会
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
・
毎
週
木
眼
目
、
午
後
七
時
か
ら
。

と
こ
ろ
ー
上
回
勤
労
者
悩
祉
セ

/
7

。

八
月
四
日
聞
か
ら
十
七
日
刷
。

〈
訪
問
先
〉

香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
。

乳
幼
問
健
康
診
査

三
歳
う

-4
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
伐

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
た
だ
し
、
凹
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康

全h場j:4カ rli健康センタ-
!日孟国母子健康センター H11-1i祉川セ商ン社ター会 診査日程表

a月リGI 9か月児 li.混6か月児4・9か月児l[j細か月児 l秘か月兜 A 場 h 健 康 rlj川西社会
E センタ -IIl'，沖¥1:センター

主児 55年l月生 54年8月生 53年 11月生 55年1月月生 53年10月月生 5叩 Ol月月生 地区新市内I旧市内
川西全区

54年8F1I53年111'l153年]

トートー|可 児象J52年4月生
51年7月から

聞編命 日市内新市内|旧刷新1市日内i旧市内 塩回全区 川西全区
51年12月生

~日 6 日↓同日 20日↓ 13B 8日 5月 9日123B 29日

乳 幼 児健 康 診査日程表

殿
下

盟
城

主
τwhμ

手
続
ド
立
ロ

神
西

川
音

神
北

田
央

泉
中

辺
部

川
南

h
リ
立
ロ

極
東

1
1
1
』
肉
リ
向
リ

月

で巾
市

pa
』
に
判
肌
刷

代
を
築
い
た
作
品
を
中
心
に
学
習
を
す

す
め
、
昨
年
度
は
「
万
葉
集
」
に
と
り

組
み
ま
し
た

n

赤
星
病
予
防
の
た
め

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を

植
え
な
い
よ
う
ご
協
力
を

農
林
課
宮
⑫

4
1
0
0

内
線

3
2
3
・
有
線
②

0
7
5
1

最
近
、

リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
に
「
ぷ
処
病
」

が
多
発
し
、
持
培
農
家
が
凶
っ
て
い
ま

す。
ト
亦
星
病
と
は
、
一
一
刊
の
病
原
菌
が
葉

に
寄
生
す
る

こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
病

気
で
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
の
楽
に
寄
生
す

る
と
、
品
質
や
生
産
性
を
岨
官
一
目
し
て
し

ま
う
慈
質
な
病
原
菌
で
す
。

亦
起
一
病
菌
は
、
リ

ン
ゴ
や
ナ
シ
と
ビ

ヤ
ク
シ
ン
類
の
聞
を
行
き
米
し
て
い
て
、

あ
る
期
間
は
必
ず
ビ
ヤ
ク
シ
ン
知
で
生

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
が

植
え
ら
れ
る
と
、
こ
の
病
原
菌
を
用
前

し
飛
散
さ
せ
る
結
果
に
な
り
ま
す
の
で
、

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
は
庭
木
な
ど
に
は
帆
え
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
と
は
、
ヒ
ノ
キ
科
ビ

ヤ
ク
シ
ン
胤
に
入
る
「
ビ
ャ
ク
シ
ン
」

「
イ
ブ
キ
ビ
ャ
ク
シ

ン
(
カ
イ
ズ
カ
イ

ブ
キ
)
」
「
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
」
「
ミ
ヤ
マ

ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
」
な
ど
の
樹
木
で
す

庭
木
に
は
、
市
木
の
「
い
ち
い
」
を

植
え
ま
し
ょ
う
u



皮
刷
か
ら
出
る
脂
は
、
男
性
ホ
ル
モ

ン
の
例
き
に
よ
っ
て
た
く
き
ん
出
さ
れ

だ一一一(約延長級23) 第 813号~

信
州
青
年
希
望
の
船

「
海
洋
セ
ミ
ナ
l
」

参

加

者

募

集

膏
少
年
対
策
室
宮
⑫
4
1
0
0

内
線
3
7
9

長
野
県
、
長
野
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
主
催
に
よ
る
、
信
州
青
年
希
望
の

船
「
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
今
年
度
も

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
県
下
の
青
年
が
海
洋

上
で
生
活
と
研
修
を
と
も
に
し
連
帯
を

深
め
る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各

地
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
視

えつ

新
入
学
児
の

一(11)-一一昭和55年 4月16日 広報

新
入
学
児
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
は
、
学
校
の
行
き
帰
り
が
特

に
心
配
で
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
、
次
の
点
に
は
特
に
討
を
つ
け
ま

1
)
よ、つ。

通
学
路
を
実
際
に歩

い
て
み
よ
う

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
お
子
さ
ん
と

自
律
神
経
の
働
き
か
悪
〈
主
る
と
、

皮
膚
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
自
分

野
を
広
め
、
次
代
を
飽
7
日
本
の
青
年

と
し
て
果
す
べ
き
役
割
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
よ
り
、
参
加
者
を
参
集
し
ま
す

の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
期
間
〉

運
営
団
員
・
・
・
四
月
三
十
日
附
ま
で
。

一
般
団
員
:
・
五
月
三
十
一
日

ωま
で
。

〈
募
集
人
員
〉

県
下
で
四
百
六
十
名
(
昨
年
上
田
市

募
集
人
員
十
九
名
)

〈参
加
資
格
〉

二
十
歳
か
ら
お
お
む
ね
三
十
五
歳
ま

で
の
勤
労
青
年
(
二
部
学
生
可
)

※
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
選
考
あ
り

〈
セ
ミ
ナ
ー
実
施
期
間
〉

_.圃.
父

通

安

全

い
っ
し
ょ
に
、
通
学
路
を
何
回
か
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
正
し

い
横
断
の
仕
万
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
教
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
曜
日
や
時
間

に
よ
っ
て
卓
の
量
や
人
通
り
な
ど
交
通

状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
、
併
せ
て
注
意

!レ
キ
?
し
ょ
、
7
。

炉

」

会

C

Y
』
こ
λ
，

毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
。

上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

八
月
四
日
開
か
ら
十
七
日
刷
。

〈
訪
問
先
〉

香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
。

〈
費
用
〉

一
人
当
リ
十
四
万
五
千
円
。

日
本
文
学
史
講
座
へ

参
加
し
ま
し
ょ
う

中
央
公
民
館
日
本
文
学
史
研
究
グ
ル

ー
プ
で
は
、
新
年
度
の
加
入
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
亀
村
宏
さ
ん
を
講

師
に
、
日
本
文
学
史
の
な
か
で
も
新
時

余
裕
を
も
っ
て

登
校
さ
せ
よ
う

山
肌
…
以
前
に
翌
日
の
持
ち
物
を
準
備
さ

せ
、
当
日
忘
れ
も
の
な
ど
な
い
よ
う
に

l-
工ま
l
)
よ、っ
。

ま
た
、
時
間
的
に
も
十
分
余
裕
を
も

っ
て
送
り
出
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す。
帰
宅
時
聞
を

約
束
さ
せ
よ
う

学
校
が
終
っ
た
ら
、
寄
り
道
を
し
弘

い
で
ま

っ
す
ぐ
帰
宅
さ
せ
る
よ
う
に
帰

宅
時
間
を
約
束
さ
せ
、
し

っ
か
り
守
ら

せ
る
こ
と
も
交
通
事
故
を
防
止
す
る
う

え
で
夫
切
な
こ
と
で
す
。

代
を
築
い
た
作
品
を
中
心
に
学
習
を
す

す
め
、
昨
年
度
は
「
万
葉
集
」
に
と
リ

組
み
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
源
氏
物
語
」
を
予
定
し
、

そ
の
後
、
中
世
、
近
世

へ
と
学
醤
し
て

い
く
計
画
で
す
。

日
本
文
学
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き
M
M
毎
月
第
四
月
曜
日
、
午
後
三

時
か
ら
五
時
。

と
こ

ろ

1
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
。

会

費

M
M
月
四
百
円
程
度
。

申
込
先

l
間
野
ま
さ
子
宮
@
4
3
4
4

・
村
松
忠
美
子
宮
@
1
3
5
2
。

自
然
運
動
公
園

オ
ー
ブ
ン

自
然
運
動
公
園
管
理
事
務
所

宮
⑮
6
2
0
0

こ
の
ほ
ど
、
上
田
市
自
然
運
動
公
園

の
運
動
広
場
、
遊
歩
道
、
子
供
の
広
場

が
完
成
、

こ
れ
で
同
公
園
は
、
体
育
館

を
除
い
て
全
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

運
動
広
場
は
、
サ

ッ
カ
ー
、
野
球
な

ど
楽
し
む
、
」
と
が
で
き
ま
す
の
で
大
い

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
使
用
に

つ
い
て
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
管
理
事
務
所
に
所
定
の
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

運
動
広
場
、
遊
歩
道
、
子
供
の
広
場

は
、
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

庭
木
に
は
、
市
木
の
「
い
ち
い
」
を

植
え
ま
し
ょ
う
。

固

定

資

産

税

第

一

期

国
民
健
康
保
険
税
第
一
期

収
税
課
宮
⑫

4
1
0
0

内
線
2
4
1
・有
線
②
0
6
9
1

今
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
第
一

期
と
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
で
す
。

今
月
の
納
期
限
は
四
月
三
十
日
闘
で

す
。
税
金
は
、
納
期
内
に
納
入
さ
れ
る

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
に
納
め
忘
れ
の
税
金
が
あ

る
方
は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納

税

で

住

み

よ

い
環
境

明
る

い

く

ら
し

建
築
確
認
に
伴
う

道
路
証
明
事
務
の

一
部
窓
口
を
統
合

管
理
課
宮
⑫

4
1
0
0

内
線
3
4
4
・
有
線
②

0
7
3
1

建
築
確
認
に
伴
う
道
路
証
明
事
務
は
、

今
ま
で
塩
田
支
所
で
も
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
窓
口
事
務
の
統
合
に
よ
り
、

五
月
一
日
榊
か
ら
は
市
役
所
建
設
部
管

理
課
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

主
」
い

。
な
お
、
川
西
地
区
は
従
前
ど
お
り
川

西
支
所
で
行
い
ま
す
。
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きれいに使いましょう

、市民トイレ、

......~ 813号 (貯猛毒鼠釘)一一一広報

「青少年対策室を一一寸

し一一ご利用くださL 、」

(青少年対策室 宮 @4100内線379
千386市内大手卜 11 -16上田市社会部青少年対策室

このたびの機構改革により、社会教育課青少年係が

社会部青少年対策室に移りました。

これは、青少年対策を一元化 できる体制にし たいと

いうことから 、社会課に青少年対策室を併設し、青少

年係と青少年育成センターと勤労青少年ホームをおき、

青少年行政を一層推進することにしたものです。

相談室は常時開設し、秘密は絶対に厳守しますので、

お気軽にご利用ください。

有限会社萩原商庖松尾町庖 11;皆

午前10時から午後 6時30分

株式会社ヤジマ時計庖 2階

午前 10時から午後 7時

株式会社はかり 1階

午前 8時30分から午後 6時30分

海野町商庖街振興組合海野町駐卓場

午前 8時30分から午後10時

上回商工会議所

午前 8時30分から午後 9時

この標識があります。

「市民 トイレ」は 、次の商庖ーなどのこ。好意により

開放されています。使うときは、汚さないよう注

意し、きれいに使いましょう。

使用できる時聞は、それぞれの商庖などカ、聞い

ている時間です。

砂松尾町‘

砂海野町‘

i 
出張少年相談は 、下記により進める予定です。その?

都度「広報うえだ」および「社会教育うえだ」で会場、ま

時間などをお知らせします。
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西部公民館

城南公民館

上里i'が丘公民館
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砂海野町‘
川西 公民館2 

砂j毎野町‘塩田公民館

10 
砂大手町‘

ヰどの会場へお出かけいただいてもかまいません。

3 中 央 公民館
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白パ号t

-- 選挙人名簿と登録、縦覧

選挙の知識
⑫ 

「5月会場

(と き・と ころ〉

6日(必 中央公民γ
呂(部屋は入口に掲示します)

14日制城南公民館

時間は各会場とも

貸の部午後 1時30分 -4時30分

夜の部午後 7時 一 9時 選挙人名簿は、永久選挙人名簿制度がとられてお り、

いちど登録されると、市外転出、死亡など登録資格に

異動が生じないかぎり、永久に鋸置くこととされてい

ます。名簿の様式はカード式で、投票区ごとに制成さ

れています。

登録は、毎年 9月 1日を基準日として、登録資格を

有する者を 9月10日に登録する定時登録と、選挙のつ

ど基準日と登録日を定めて行われる選挙時登録があり

ます。

選挙人名簿に登録されると、定時登録の場合には、

9月11日から 9月15日までの問、選挙時登録の場合に

は、当該選挙を管理する選挙管理委員会が定める期間、

氏名、住所及び生年月日を記，依した書面が、縦覧に供

されます。この期間中に、不服があるときは、文書で

選挙管理委員会に異議の申出をすることができ、選挙

人の権利を守る配慮がなされています。

............_._._._._._._._"'_._._._._._._._._._._._._._.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

くらしを守るあなたの国民年金

(国保年金謀国民年金係8⑫41∞内線284有線②0711)

@ 

年金保険料は前納がお得です

4月は、国民年金保険料を 1年分 (55年 4月一56年

]月)前納できる月で、期間は 4月30日(村ま でです。

前納されま寸と、 保険料が1，090円割引かれ、 45，240

同のところ44，150円で納付でき、お得です。

.:~市i納を希望される万は 、今月配布された納付書

に自治会の国民年金協力会長さん、 または市の指定

t触軽量聞の窓口 までお申し出 ください。
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; ご利用ください ! ! 家族そろって j 
i 法律相談(無料) I I 
;〈生活環境課市民相談室岡4100内線mjj 春の大掃除 j 
! +6=_. I ~Lo._ ， ^ _---:.~..~- ..，，'~_._. II 
j 本年度も上回弁護士会の皆さんによる法 1I 5月は、春の大帰除の実施時期です。 ! 
{53ffz;33ご日出?午山寺jj家族そろって大掃除を行い病害虫の発生j
j 予約制ですので、前もって電話などで申ii源をなくし、清潔で住みよい生活環境を築j
jし込んで戸く ださい。 j jきましょう。
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，3月31日 太郎山を悟る会

例年の最多登山者は、 158回の
末広野口さん(緑が丘北)でし
t。写真は、太郎山をパック
1:石井市長(右)から最多登山
の「ガク」を受ける末広さん。

T4月 6a日曜広場オープン

当日の日曜広場では、交通安
全7工ア、囲碁まつりなど多
(の行事が行われましたわ

〆

上
田
市
は
、
千
曲
の
消
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

た
ば
こ
は

市
内
で買

い
ま
し
ょ
う

訂

正

お

わ

び

「広
報
う
え
だ
」
凶
月
一
日
発
行
第
一/

一
二
号
「
丘
十
五
年
保
健
補

4
Uき
ま

る
」
の
っ
ち
、
塩
田
欄
中
、
神
津
芳
恵

さ
ん
と
沓
掛
律
子
さ
ん
の
受
持
自
治
会

名
・
五
加
は
五
加
、
東
五
加
。
青
池
志

げ
子
さ
ん
と
平
坂
す
み
チ
さ
ん
の
受
持

自
治
会
名
・
学
海
南
は
学
海
南
、
日
子
海

北
の
誤
り
で
し
た
お
わ
ひ
し
て
訂
正

ー
し
ま
‘
ふ
1
。f
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